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 ハーティーセンター秦荘
オフィシャルサポーター

㈲宮川石油　㈲髙橋プロパン
いとし工務店　㈱ナショナルメンテナンス

 ハーティーセンター秦荘
オフィシャルスポンサー

令和４年

３月19日（土）
開演14:00（開場13:00）／ハーティーセンター秦荘 大ホール
入場料 … ５００円　チケット発売日 … 令和３年12月18日（土） 9：00

全席自由
はたしょう

《新型コロナウイルス感染症対策について》
◎新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、公演が中止となる場合がございます。

◎本公演は新型コロナウイルス感染症対策を十分に実施し開催します。 皆様のご協力をお願いいたします。

　・ 来場者名簿の作成にご協力ください（名簿は新型コロナウイルス感染者が確認された場合、所定の機関に提出する場合があります。それ以外では使用せず、一定の期間をもって破棄します）。
　・ ご来場の際はマスク着用、検温、手指のアルコール消毒にご協力ください。 入場時の検温で37.5℃以上あった場合、ご入場いただけません （チケット代は返金します）。

ハーティーセンター秦荘、愛知川公民館、るーぶる愛知川（愛知川駅）、みずほ文化センター、
びわ湖ホールチケットセンター（現金・窓口販売のみ）、
びわ湖芸術文化財団インターネットチケット（https://biwako-arts.or.jp/rd/）

｜主 催｜ （公財）びわ湖芸術文化財団、（一社）愛荘町文化協会〈ハーティーセンター秦荘指定管理者〉
｜後 援｜ 愛荘町、愛荘町教育委員会
  ＊この事業は（一社）愛荘町文化協会と（公財）びわ湖芸術文化財団が協働して実施しています。

滋賀建機株式会社

愛荘町立ハーティーセンター秦荘 　☎ 0749-37-4110
 FAX： 0749-37-4113　URL： https://heartycenter.jp/　E-mail： info@heartycenter.jp
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葵  まつり
（お初）

森  眞紀
（伊助）

谷川  啓
（留吉）

小室  洋輔
（要助）

伊谷  正昭
（塚本助一）

森野  昭二
（成宮弥次右衛門）

山名田  紗代子
（おろく）

大塚  和子
（おかつ）

高久  朝妃
（おゆう）

村田  宏樹
（勘助）

久山  卓也
（巳之助）

松本  幹夫
（紀平）

登場人物

アクセス

久保川  慶一郎
（片山半兵衛）

佐々木  洋子
（萩千尼）

三浦  勝治
（松居久左衛門）

矢守  大智
（成宮弥惣兵衛）

松本  治男
（徳兵衛）

中村  瑠花
（およね）

廣田  道雄
（竹中長五郎）

愛荘町立ハーティーセンター秦荘
（住所） 〒529 - 1234 滋賀県愛知郡愛荘町安孫子822番地
（電話） 0749 - 37 - 4110　（ファックス） 0749 - 37 - 4113
（URL）https://heartycenter.jp/（E-mail）info@heartycenter.jp

◆ 車でお越しの場合
　名神高速道路 湖東三山SIC（ETC専用）か
　ら国道307号線を左折（約200ｍ）、上蚊野交
　差点を右折し4つ目の信号左折すぐ。

◆ JRでお越しの場合
　JR稲枝駅ほか愛荘町内外の停留所から「愛
　のりタクシー」なら、400円でお越しいただ
　けます。ご乗車の１時間前までに近江タク
　シー（0749-22-1111）へお電話ください。

　江戸時代、頻繁に洪水を引き起こす「暴れ川」として知られていた愛知川。当時、人々は愛知川を渡るのに

川渡しを生業とする川越人足や仮設の橋（勧進橋）を利用していましたが、路銭をもたない旅人は自力で川を

渡ろうとし、水かさの増した急流に飲まれ溺死する事例がしばしば起きました。当時の愛知川が「人取り川」

の異名をとる由縁です。

　愛知川宿の問屋役、成宮弥次右衛門は、川渡し賃や橋銭を払えない人が溺死する様をあわれに思い、比叡

山に回向を頼むなどしていましたが、次第に貧しい人々でも利用できる無賃橋を架けることを切望するように

なりました。実現のために必要な費用は千五百両にも上り、資金の調達や架橋によって職を失う川越人足た

ちへの補償など、橋の完成までの道のりは困難を極めました。しかし、近郷の素封家からの助力もあり、ついに

天保二年（1831）、無賃橋（太平橋）を愛知川に架橋しました。九月の渡橋式には大勢の人々で賑わいました。

　「愛智河架橋物語」は、この画期的な天保の愛知川架橋事業を顕彰する創作演劇です。
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